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　　人口の動き

一2月1日現在＿
男5，064（一3）
女5，110（＿4）

計10，174（一7）
世帯数2，354（士o）

　　（）前月比較
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描
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
と
い
う

蟻寅
灘
道
、
い
ま
町
内
で
、
剣
道
を
愛
好

す
る
芙
は
お
よ
そ
百
人
で
す
。

　
圓
曜
日
に
は
、
有
段
者
か
ら
女
子
小

鐸
瀟
萎
寒
さ
も

　
　
　
構
育
館
の
道
場
、
そ
し
て
、
橘
小
の

　
育
館
で
は
、
ひ
と
し
き
り
か
わ
い
ら

離
気
△
。
い
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

一2月の休日救急医

11日十日町病院（高田町）
17日至誠堂医院（西浦東）

24日池田医院（本町西）

　3月上旬の予定

2日山口医院（袋町中）
9日富田医院（神明町）
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53年度
　　　　　　別会計の

　　　　　　　　　　　　決算状況

前月に引き続いて、昭和53年度の決算状況をお知らせします。

今回は、6つの特別会計について、簡単にグラフ化してみま

した。決算額の規模及び構成されている大まかな内容をご覧い

ただきたいと思います。
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農業共済国保・施設

八
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、
ニ
ニ
三
千
円
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灘
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簡易水道
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、
八
八
五
千
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六
九
　、
七
七
五
　千
　円
1　／■

9干万o

8千万o

7千万o

6千万ロ

5千万o

4千万o

3干万一

2千万一

1干万o

国保・事業

　
仙
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
を
目
的
に
、
週
二
回
、
千
手
診

療
所
か
ら
出
張
の
う
え
診
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
収
支

の
う
え
で
は
、
三
百
六
十
八
万
四
千
円
の
赤
字
で
す
が
、
地
区
の
重

要
な
施
設
と
し
て
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
六
五
・
五
％
が
診
療
収
入
、
県
補
助
金
が
一
八
・
一
％

で
す
。

　
上
野
連
絡
所
内
に
あ
る
歯
科
診
療
所
の
収
支
で
す
。
黒
字
額
四
百

三
十
五
万
六
千
円
の
う
ち
、
二
百
二
十
万
円
は
、
健
全
運
営
の
た
め

の
積
立
金
と
し
ま
し
た
。
歳
入
は
、
診
療
収
入
が
九
七
・
一
％
、
歳

出
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
に
八
五
・
一
％
で
す
。

　
こ
の
会
計
は
、
農
業
経
営
の
安
定
を
願
い
、
国
と
加
入
者
が
相
互

扶
助
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
十
三
年
度
は
、
六
・
二
六

水
害
な
ど
に
よ
っ
て
水
稲
を
は
じ
め
共
済
金
と
無
事
戻
金
が
二
千
二

百
二
十
九
万
円
支
払
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
、
法
定
積
立
金
や

特
別
積
立
金
な
ど
二
千
二
百
九
十
七
万
九
千
円
の
繰
越
し
で
す
。

　
こ
の
会
計
は
、
事
業
勘
定
（
水
稲
・
蚕
繭
・
家
畜
）
と
業
務
勘
定

（
一
般
事
務
費
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
勘
定
は
、
災
害
補
償
の
た
め
に
掛
金
、
保
険
金
な
ど
の
収
入

で
賄
わ
れ
、
大
災
害
の
場
合
は
、
法
定
積
立
金
の
取
り
く
ず
し
や
再

保
険
金
に
よ
っ
て
共
済
金
の
支
払
い
に
あ
て
ま
す
。

　
業
務
勘
定
は
、
事
務
費
補
助
金
が
収
入
の
大
半
を
し
め
る
ほ
か
、

皆
さ
ん
か
ら
の
賦
課
金
な
ど
で
賄
わ
れ
、
支
出
は
職
員
給
与
、
評
価

員
手
当
、
除
雪
機
具
の
購
入
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
診
療
所
運
営
を
つ
か
さ
ど
る
の
が
こ
の
会
計
で
す
。
健
全
財
政
を

堅
持
の
も
と
に
九
百
三
十
五
万
三
千
円
の
黒
字
で
す
。

　
病
人
を
診
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
お
金
を
歳
入
に
、
ま
た
、

治
療
に
要
す
る
費
用
を
歳
出
と
し
て
、
収
支
の
均
衡
を
と
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
歳
入
で
は
、
診
療
収
入
が
全
体
の
九
〇
・
四
％
、
一

方
歳
出
は
、
施
設
の
維
持
管
理
面
に
四
五
・
九
％
、
医
薬
品
原
材
料

な
ど
に
四
七
・
五
％
の
支
払
い
で
す
。

　
年
次
計
画
で
全
町
に
普
及
を
目
ざ
す
簡
易
水
道
は
、
設
置
事
業
費

が
多
額
に
及
ぶ
た
め
、
六
百
八
十
六
万
四
千
円
の
赤
字
で
す
。

　
五
十
三
年
度
は
、
田
戸
簡
水
建
設
に
六
千
三
百
万
円
ほ
ど
投
資
し
、

こ
れ
が
歳
出
全
体
の
六
九
％
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
に
建
設

が
終
わ
っ
て
い
る
簡
水
全
体
の
維
持
管
理
費
や
、
歳
入
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
水
道
料
金
な
ど
が
包
含
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
を
皆
さ
ん
か
ら
徴
収
し
、
医
療
費
な
ど
の
支
払

い
を
行
っ
て
い
る
の
が
こ
の
会
計
で
す
。
決
算
額
は
、
二
千
百
八
十

八
万
九
千
円
の
黒
字
。
決
算
の
と
き
、
国
保
加
入
者
は
五
千
三
百
四

十
九
人
、
一
人
当
り
の
保
険
料
は
二
万
四
千
六
百
二
十
三
円
で
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
保
険
料
の
総
額
は
三
五
・
六
％
。
こ
れ
に
、
国
の
補

助
金
六
〇
％
が
加
わ
り
、
堅
実
な
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
医
療
費
関
係
を
包
含
す
る
保
険
給
付
費
が
九
二
・
七

％
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
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タ
皆
さ
ん
の
年
金
資
金
を
借
り
受
け
て
タ

　
昨
年
六
月
以
来
、
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
橘
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（
三
箇
水
道
の
新
設
）
が
、
十
二
月
末
で

通
水
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
毎
年
、
簡
易
水
道
の
新
設
改

良
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
に
豊
富
な
水
を

お
届
け
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
建
設
改
良
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方

債
（
借
金
）
を
大
き
な
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
借
金
の
う
ち
、
橘
簡
水
拡
張
工

事
に
つ
い
て
は
、
年
金
積
立
資
金
か
ら

五
千
三
百
万
円
の
融
資
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
工
事
費

の
四
五
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
年
金
融
資
を
受

け
た
町
の
事
業
は
、
千
手
保
育

園
建
設
、
庚
塚
運
動
場
の
建
設

な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
積

立
て
る
年
金
は
、
老
後
の
保
障

ば
か
り
で
な
く
、
町
の
事
業
に

も
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▲年金資金を借りて完成の橘簡水施設

難
羅
麟
灘
難
欝
難
鱒
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灘
羅
灘
麟
難
難
欝
羅
縫
灘
馨
難
讐
難
難
鑛
灘
難
“
欝
灘
謙
懸
鑛
擬
鞭

　　　新潟県史刊行の

　新潟県立県百年の記念事業として、昭和51年よ

り始められたr新潟県史」全37巻の編さんも、順

調に進行してきましたが、昭和54年度末、いよい

よr近世・下越編」、　r近代・明治維新編1」が

刊行されます。

　　r新潟県史」は、古代から現代までを、全巻に

まとめようという大規模な編さん事業です。

　県内の皆さんの1人でも多くが、これを手にし

て、過去をかえりみ、新潟県の明るい未来を展望

する資とされるようお勧めします。

囹定価及び申込み方法

資料編8　近世3・下越編　4，600円

資料編13近代1・明治維新編1　4，800円
　（いずれも送料別実費）

【申込み先】

　T951・新潟市学校町通一番町602、新潟県
総務部・県史編さん室、電話（0252）23－5511

内線3025
【申込み方法】

　電話または官製ハガキで、氏名・住所・電話・

入用巻名・冊数を明示してください。

【しめ切り1

55年2月末日、，

（なお、今回の刊行がはじめてであり、以後の刊

行についても、その都度お知らせする予定です。）

粒
ヤね ・
ー
キ
》
2
ん

国
民
年
金
で

　
　
　
　
　
　
た
ら
…
…

　
日
ご
ろ
、
皆
さ
ん
は
「
国
民
年
金

の
こ
と
で
こ
ん
な
点
を
聞
い
て
み
た

い
…
…
」
と
思
っ
て
み
て
も
、
　
「
役

場
が
遠
く
て
…
…
」
と
か
、
　
「
仕
事

が
忙
し
く
て
…
…
」
な
ど
の
理
由
で
、

つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん

な
と
き
、
国
民
年
金
の
よ
く
わ
か
る

人
が
そ
ば
に
い
て
、
気
軽
に
相
談
で

き
た
、
り
本
当
に
た
す
か
り
ま
す
ね
。

　
と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
の
身
近
か
に

こ
う
し
た
相
談
役
（
国
民
年
金
委
員
）

が
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
国
民
年
金
委
員
と
は
、
県
知
事
の

委
嘱
を
受
け
て
国
民
年
金
の
相
談
な

ど
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
人
で
、

皆
さ
ん
と
役
場
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

と
し
て
欠
か
せ
な
い
人
た
ち
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
委
員
は
、

民
生
委
員
と
兼
ね
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
顔
な
じ
み
の

方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
手
続
き
は

　
　
早
目
に
お
忘
れ
な
く

　
国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
全
て
本

人
か
ら
の
申
出
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
不
便
の
こ

困
っ

お気軽に相談を………

2
｝
ー
〈
ー
し
j

　
D

駈紘偲　
　
　
？
，

　
　
　
　
　
　
り

と
や
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
当
然
も
ら
え
る
は
ず
の

お
金
が
あ
っ
て
も
、
本
人
の
手
続
き

が
な
い
た
め
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、

将
来
の
老
齢
年
金
に
、
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
◎
厚
生

年
金
を
や
め
た
と
き
ま
た
は
会
社
等

に
勤
め
た
と
き
、
◎
障
虫
星
金
や
老

齢
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、

◎
新
た
に
附
加
年
金
に
加
入
す
る
と

き
、
◎
生
活
が
苦
し
く
、
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
と
き
、
◎
住
所
や
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
。
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申告書は自分で
書きましょう

．

弩
寳（

確定申告書
住所．氏后…

わかる箇所は

自分で　　1

書隷しめ、

十日町税務署
　
贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
ヂ
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
事
業
税
、
住
民

税
の
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
つ
い
て

相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
待
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
申
告
書

の
書
き
方
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引
」

を
参
考
に
、
申
告
書
の
二
面
か
ら
番
号

順
に
記
入
す
る
と
簡
単
で
す
。

　
前
年
確
定
申
告
を
し
た
人
に
は
、

「
申
告
書
用
紙
」
や
「
書
き
方
」
な
ど

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
そ
の
用

紙
を
使
っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
新
た
に
確
定
申
告
を
す
る
人
に

は
、
税
務
署
に
申
告
書
の
用
紙
や
書
き

方
な
ど
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
所
得
や
税
額
の
計
算
な
ど
で
わ
か
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署
の

ほ
か
に
、
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

確定申告の相談日

区　分 月　日 時　間 会　場

税務署

2月21日（木）

午前10時

　～
午後3時

川西町役場2月22日（金）

2月25日（月）

税理士会の

無料相談所

3月3日（月） 午前9時半

　～
午後4時

十日町商工

会議所
3月4日（火）
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●
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贈
与
税
の

　
　
申
告
と
納
税

贈
与
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
も
ら

っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十
万
円
を
超

え
て
い
る
と
き
に
か
か
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
四
年
中
に

も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
、
合
計
し
て

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
に
あ
た
っ
て
、
財
産
の
評
価
額

な
ど
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
は
税
務

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
納
税
の
期
限
は
、
申
告
期

確定申告はお早目に

ン
プ、

σ

限
と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、

税
額
が
五
万
円
を
超
え
て
い
て
一
時
に

納
税
し
に
く
い
と
き
は
、
担
保
を
提
供

し
て
五
年
以
内
の
年
賦
に
よ
り
延
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
延
納
期
間
中
は
、
年
六
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

　納税は便利な
　　　　振替え納税で

　税金も電気料や水道料などのよ

うに、銀行などの預金口座から自

動的に納めることができます。

　この制度は、あらかじめ預貯金

口座振替え依頼書を税務署か金融

機関に提出しておきますと、銀行

などの預貯金口座から振替えによ

って納税することができるもので

す。納税のための手数が少なくて

済み大変便利です。

　この機会に、ぜひこの振替え制

度を利用されるようお勧めします。

團振鰍は硬欝
團　銀　“
。團　行

’銀行

●の●

還
付
を
受
け
る
た
め
の

　
申
告
は
お
早
目
に

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

　
税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
は

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
が
所
得
の
一
〇
％
を
超
え
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分

の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
　
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
額

は
除
き
ま
す
。
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
、

　
支
払
っ
た
医
療
費
が
、
所
得
の
五
％
、

か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
の
金
額

を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て

い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
　
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
額
は
除
き
ま
す
。
ま
た
控
除
さ

れ
る
額
は
最
高
二
百
万
円
ま
で
で
す
。
）

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
新
築
住
宅
を
購

入
し
た
と
き

　
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住

宅
を
購
入
し
て
居
住
し
て
い
る
と
き
は
、

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
千
円
、
居

住
し
た
年
か
ら
一
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、

各
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら
最
高
三
万

円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
住

宅
を
、
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
返

済
期
間
十
年
以
上
の
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て

取
得
し
て
い
る
と
き
は
、
年
間
の
返
済

金
額
に
応
じ
、
さ
ら
に
最
高
三
万
円
が

三
年
間
に
わ
た
っ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

申告は
お早目に務暑
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民

の
申
告

不
明
な
点
は

　
　
　
　
　
　
　
申
生
目

　
前
述
の
よ
う
に
、
町
県
民
税
の
申
告

期
限
も
三
月
十
五
日
で
す
。

　
町
県
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月

一
日
現
在
川
西
町
に
住
所
が
あ
り
、
前

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
し
た
人
以
外
の
方
が
対

象
で
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
給
与
支

払
い
報
告
書
が
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い

相
談
会
場
で
墨

る
方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
及
び
記
入
の
手
続
き
は
、
後

日
嘱
託
員
に
お
願
い
し
、
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
記
入
方
法
は
例
年
の
と
お
り
で
す
が
、

不
明
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
日
は
、
手
続
き
に
書
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
指
定
の
日
時
・
場
所
で

ミミ

ミミ

ミ

ミNN

、

／◎、、、
　慕寿の方を。

　萎酸訪商

＼
●

　　　　1／劣・26

　
　
　
　
　
　
　
／
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ズ
’

　
A
，
年
も
へ
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
表
敬
訪
問
が
、
先
月
二
十
五
・
六

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
の
は
、

明
治
二
十
六
年
生
ま
れ
で
、
次
の
十
八

名
の
方
々
で
す
。

　
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
の
う
え
、
記

念
の
座
布
団
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

斉
木
　
ツ
子

酒
井
　
ク
ラ

山
村
ト
シ

佐
藤
タ
カ

五
十
川
キ
ン

高
橋
　
シ
カ

羽
鳥
松
太
郎

南丸星戸高上松田山関市
雲山野田橋村沢村岸口川

角政トノ末博賢佐シトモ
治治クワ松　治市イキヤ

ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 　　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ノヘ　 ハ
敏虎政省信源　洋藤トトー清松十浩幸定
　　　　　司真　一　　　　 太三　　 太
信尾幸吾一）　吉郎キイ郎信郎雄之平郎
）））））下））））））））））））
中　野仁三平　上霜坪高　伊　沖田上中
仙〃　　　新〃　　　原〃　〃　　　島
田　口田領田　野条山田　友　立中町町

相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
確
定
申
告
を
行
う
方
で
、

農
業
所
得
（
白
色
）
が
あ
る
方
は
、
役

場
ま
た
は
相
談
会
場
で
農
業
所
得
の
計

算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

輔齢圃圃槻圃圃囲㈲囲齢圃圃槻㈱園圃㈱圃

保
険
料
の

　
前
納
は
い
か
が
で
す
か

　
　
　
　
　
〈
年
金
係
か
ら
〉

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
年
分
前
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
き
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
月
々
の
手
数
が

は
ぶ
け
と
て
も
便
利
で
す
。

　
八
，
年
も
、
こ
の
保
険
料
の
前
納
希
望

を
取
り
ま
と
め
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
納
し
た
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

二
月
末
日
ま
で
に
社
会
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
四
月
か
ら
は
、
保
険
料
が
月

三
千
七
百
七
十
円
に
な
り
ま
す
の
で
、

前
納
す
る
人
は
、
定
額
で
四
万
四
千
百

五
十
円
、
附
加
加
入
者
は
四
万
八
干
八

百
三
十
円
と
な
り
ま
す
。

　
選
管
委
員
長
に

　
　
田
ロ
一
男
さ
ん

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
、

田
口
一
男
さ
ん
（
木
落
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
前
委
員
長
小
海
八
太
郎
さ

ん
の
辞
職
に
と
も
な
い
選
任
さ
れ
た
も

の
で
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
委
員
に
は
、

上
村
信
栄
さ
ん
（
上
野
）
が
繰
り
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ξ
ー
」
『
δ
c
J
∂
『
0
2
∂
e
J
o
『
」
竃
e
J
δ
§
e
∂
∂
『
δ
釜
∂
葦
警
3
δ
⊂
8
δ
『
δ
～
δ
e
8
δ
『
o
e
J
δ
『
δ
ξ
曾
δ
e
8
δ
＄
o
『
δ
『
δ
『
o
e
J
δ
『

緬難加

欝
難
曜
難
瓢
㈲
編

冒
乃
濡

け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
き
ち
ん
と
し
な
い
と

　
相
続
さ
れ
る
財
産
・
遺
産
に
は
、

そ
の
人
に
属
し
て
い
た
権
利
義
務
い

っ
さ
い
が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
家
・

土
地
・
現
金
な
ど
の
ほ
か
に
、
取
引

き
先
や
知
人
な
ど
に
対
す
る
売
買
代

金
や
借
金
の
よ
う
な
負
債
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
夫
や
子
の
死
亡
に
よ
っ

て
あ
と
に
残
さ
れ
た
妻
子
や
老
い
た

い
ざ
こ
ざ
の
も
と
1

　
両
親
な
ど
が
、
突
然
い
ろ
い
ろ
な
義

　
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

　
三
か
月
以
内
に
家
庭
裁
判
所
に
申
出

　
て
「
自
分
は
相
続
を
し
ま
せ
ん
凶
と

　
い
う
「
相
続
の
放
棄
」
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
相
続
放
棄
は
、
こ
の
よ
う

　
な
場
合
だ
け
で
な
く
、
農
業
や
個
人

　
営
業
等
の
細
分
化
を
防
ぐ
と
い
う
よ

う
な
目
的
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
き
ち
ん
と
相
続
放
棄
を
し
な
い
で
、

「
相
続
分
な
き
こ
と
の
証
明
書
」
（
前

に
も
ら
っ
て
い
る
の
で
今
相
続
す
る

分
が
な
い
と
い
う
各
人
の
証
明
書
）

に
よ
っ
て
遺
産
を
も
ら
わ
な
い
形
を

と
っ
て
い
ま
す
と
、
あ
と
で
相
続
債

務
の
追
及
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
し
、
い
ざ
こ
ざ
が
残
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
相
続
や
遺
産
に
関
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
も
め
ご
と
が
起
き
や
す
い
も

の
で
す
が
、
困
っ
た
問
題
が
あ
る
と

き
に
は
、
早
目
に
家
庭
裁
判
所
（
新

潟
家
庭
裁
判
所
十
日
町
出
張
所
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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、
皇
＋
盲
藤
日

鷲
塾
塾
寿
塾
塾
墨

繭繭命幽繭繭繭繭繭幽繭繭幽

　老人給食サービス事業

曜聯噸噸曜脚曜脚曜噸曜響曜

　
　
　
　
　
　
　
　
’
レ
し
を
二
め
て

毛
い
豊
．
わ
せ
㌧
』

　
　
藝

　
一
人
暮
し
な
ど
の
お
年
寄
り
に
、
老
人
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
三
か
月
余
り
経
過
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
か
ら
は
、
橘
地
区
の
方
々
に
も
お
届
け
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
給
者
の
総
勢
は
二
十
七
名
。

月
二
回
と
、
回
数
の
面
で
は
わ
ず
か
で
す
が
、
該
当

の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
り
、
調
理
や
配
送
も
順
調
で
、
こ
の

ぶ
ん
だ
と
、
仙
田
地
区
の
方
々
に
お
届
け
す
る
の
も

そ
う
遠
く
な
い
模
様
で
す
。

　
今
月
は
、
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
奉
仕

員
の
活
躍
ぶ
り
と
、
お
年
寄
り
の
声
を
伺
っ
て
み
ま

し
た
。

　
　
タ
4
～
ゆ
5
ゆ
～
0
～
4
5
ゆ
タ
ゆ
タ

　
一
月
二
十
三
日
の
調
理
当
番
は
、
小
海
キ
ミ
さ
ん

を
班
長
と
す
る
十
四
人
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

ご
は
ん
の
量
は
ど
の
く
ら
い

が
い
い
の
か
し
ら
…
…
？

午
後
一
時
、
白
衣
に
身
を
つ
つ
む
九
人
の
方
々
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
ら
献
立
表
に
添
っ
て
の
打
ち
合
せ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

　
今
日
の
献
立
は
、
五
目
ず
し
を
中
心
に
、
白
あ
え

タ
ラ
の
煮
付
、
粉
吹
き
い
も
、
そ
れ
に
果
物
は
み
か

ん
で
す
。

　
打
合
せ
が
終
っ
て
、
い
よ
い
よ
調
理
が
始
ま
り
ま

し
た
。
広
い
と
思
わ
れ
る
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室

も
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
騒
然
と
な
り
ま
す
。

　
つ
い
さ
っ
き
ま
で
包
丁
を
使
う
音
が
し
て
い
た
の

に
、
も
う
、
ほ
ど
よ
く
昧
付
け
さ
れ
た
臭
い
が
室
内

を
満
た
し
て
き
ま
し
た
。
作
業
開
始
後
一
時
間
半
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ッ
ク
に
盛
り
合

せ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
日
の
給
食
は
、
十
七
名
分
の
調
理
で
す
。
冬
に

な
っ
た
ら
、
子
供
の
所
に
泊
り
に
行
っ
た
人
な
ど
も

馨

灘

鍵

轟

受
給
者
の

次
の
給
食
が
待
ち
ど
お
し
い
…
…
…

　
　
　
　
　
　
神
社
町
　
一
人
暮
し
の
A
さ
ん

　
今
ち
ょ
っ
と
カ
ゼ
気
味
な
け
ん
だ
す
け
、
食
事
の

仕
度
が
お
っ
く
う
で
の
オ
。
子
供
み
て
え
な
話
だ
ど

も
、
こ
の
次
は
ど
っ
け
の
給
食
が
く
る
か
、
と
っ
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
り
ゃ
あ
、
回
数
の
多

い
方
が
う
れ
し
い
ど
も
、
そ
っ
け
の
わ
け
に
も
い
か

ね
ん
が
ノ
ォ
。
い
つ
も
は
、
ご
く
簡
単
に
済
ま
し
て

し
ま
う
ん
で
す
　
…
…
…
…
…
。
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選　　　　　　　順調な
亀噸響脚脚脚脚響脚噸脚響脚噸

イ三完
成
の
、
お
い
し
そ
う
な
給
食
パ
ッ
ク

わたしたち

　　も

勉強に

なります
嘉γ

奉
仕
員
は
現
在
五
十
六
名
。
こ
の
方

鮮一

あ
っ
て
、
対
象
者
が
少
し
減
っ
て
い
る
と
か
。
大
半

の
お
年
寄
り
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す

が
、
一
部
に
は
遠
慮
や
周
囲
へ
の
気
兼
ね
な
ど
が
あ

っ
て
、
辞
退
し
た
人
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
気
兼
ね
は
、
全
く
不
要
な
ん
で
す
が
…
…
。

　
さ
て
美
し
く
盛
り
合
わ
せ
の
済
ん
だ
パ
ッ
ク
を
、

そ
っ
と
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
調
理
の
コ
ツ
と
も

い
え
る
盛
り
合
せ
の
よ
さ
も
み
ご
と
に
わ
き
ま
え
て

い
て
、
こ
れ
な
ら
だ
れ
も
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　
完
成
品
一
食
は
、
原
材
料
、
パ
ッ
ク
代
な
ど
全
て

を
含
ん
で
三
百
五
十
円
。
こ
の
う
ち
、
百
円
は
受
給

者
の
負
担
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
心
の
こ
も
る
昧
は

な
ん
と
も
い
凡
ま
せ
ん
。

“
次
の
給
食
は
二
月
六
日
で
す
。
お
楽
し
み
に
〃
、

き
れ
い
に
包
装
さ
れ
た
給
食
に
は
、
こ
ん
な
添
え
書

き
を
付
け
て
配
送
を
待
つ
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

々
が
四
班
に
分
か
れ
作
業
に
あ
た
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
調
理
が
終
わ
り
、
試
食
を
兼
ね
て
の

反
省
会
の
と
き
、
皆
さ
ん
に
感
想
を
伺

っ
て
み
ま
し
た
。

・
二
か
月
に
一
回
の
割
合
い
で
の
作
業

で
す
か
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
負
担
に
は
感
じ

ま
せ
ん
。
集
ま
っ
て
い
る
と
結
構
楽
し

い
も
の
で
す
よ
。

・
作
業
し
て
い
る
と
き
は
、
や
っ
ぱ
り

衛
生
面
に
一
董
鳳
を
使
い
ま
す
。
特
に

夏
の
暑
い
と
き
な
ど
…
…
…
。

・
家
に
も
年
寄
り
が
い
ま
す
の
で
、
昧

付
け
や
ら
料
理
方
法
な
ど
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。

・
わ
た
し
た
ち
は
、
お
年
寄
り
か
ら
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
う
れ
し
い
の
で
す

　
さ
て
、
思
わ
ぬ
積
雪
と
な
っ
た
た
め
、
配
送
に
手

数
が
か
か
り
ま
す
。
配
送
を
担
当
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
も
、
あ
い
に
く
都
合
で
お
い
で
い
た

だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
は
、

各
地
区
か
ら
お
い
で
の
調
理
員
の
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
受
給
者
に
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
。
給
食
を
持
っ
て
来
ま
し
た
凶

　
「
エ
ェ
ー
、
そ
り
あ
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
已

　
そ
ん
な
会
話
か
ら
始
ま
っ
て
、
世
間
話
が
ひ
と
し

き
り
続
く
の
で
す
。

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
心
の
こ
も
っ
た
給

食
を
、
か
み
し
め
な
が
ら
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
給
食
を
配
り
終
え
る
と
、
周
囲
は
も
う
ま
っ

く
ら
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
受
け
る
側
で
は
、

遠
慮
が
あ
っ
た
り
世

　
て
い

間
体
を
気
に
し
た
り

す
る
人
も
あ
る
と
い

い
ま
す
。
両
者
の
気

持
が
ピ
ッ
タ
リ
し
な

い
と
、
本
当
の
効
果

が
表
わ
れ
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
奉
仕
の
気
持
は
み

ん
な
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
が
、
や
っ
ぱ
り

家
庭
の
都
合
や
事
情

が
あ
り
ま
す
か
ら
…

…
…
わ
た
し
は
や
れ

る
限
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

藝

》
味
付
け
は
ど
う
か
し
ら
、
ご
は
ん
の

　
量
は
…
…
…

　
試
食
や
反
省
は
自
分
た
ち
の
勉
強
に

　
も
な
り
ま
す

　
主
人
と
二
人
前

　
　
　
申
し
わ
け
な
い
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
元
町
・
老
人
世
帯
の
B
さ
ん

　
今
日
は
、
ち
ょ
う
ど
わ
た
し
の
誕
生
日
で
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
う
ち
は
、
主
人
と
二
人
分
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
本
当
に
申
し
わ
け
な
い
み
た
い
で
す
。

　
味
付
け
は
、
少
し
う
す
め
の
感
じ
で
す
が
、
血
圧

が
高
い
方
な
の
で
、
適
当
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
と
っ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
っ
て
も
お
い
し
く

　
　
　
　
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
・
一
人
暮
し
の
C
さ
ん

　
オ
ラ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
好
き
嫌
い
が
ね
エ
ん
だ
す
け
、

と
っ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ゼ
ノ
。
今

日
は
三
回
目
で
し
ょ
う
か
ノ
ォ
。
昧
も
い
い
し
、
み

ん
な
か
ら
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
…
…
、
う
れ
し
く
て

泣
け
て
く
る
が
ん
だ
て
。

　
目
が
不
自
由
に
な
っ
た
ら
、
ご
は
ん
作
り
も
容
易

じ
ゃ
な
く
な
っ
て
…
…
…
ま
い
ん
ち
、
ス
テ
レ
オ
で

浪
曲
を
聞
き
な
が
ら
、
横
に
な
っ
て
い
る
が
ん
そ
オ
。

毒・

萎

。二二

雪
消
え
後
に
は

仙
田
地
区
へ
も
配
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局
の
話
〉

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
事
業
も
円
滑
に
進
ん
で
お
り

喜
ん
で
い
ま
す
。
欲
を
い
え
ば
、
配
送
に
従
事
し
て

く
れ
る
人
が
、
も
う
少
し
い
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た

い
こ
と
な
ん
で
す
が
…
…
…
。

　
仙
田
地
区
へ
の
配
送
は
、
雪
消
え
を
待
っ
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
七
名
ほ
ど
で

す
が
、
み
ん
な
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
ま
で

届
け
る
こ
と
に
難
点
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
う
ま
く
ゆ
く
と
思
い
ま
す
、
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善
意
を

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
次
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
善
意
が
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
竜
三
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
保
坂

五
郎
作
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
二
万
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

※
父
千
代
松
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
長

谷
川
徳
栄
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
五
千
円
。

※
母
キ
イ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
辺

博
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
父
丹
次
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
大
塚

甚
一
さ
ん
（
友
重
）
か
ら
二
万
円
。

※
母
カ
ネ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
根
津

吉
太
郎
さ
ん
（
原
田
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
上
町
の
清
水
道
晃
・
道
亘
君
の
兄
弟

馨

琵
蔵

　
当
家
の
高
倉
国
際
村
ア
ル
バ
ム
を

見
か
え
し
て
み
た
ら
、
昭
和
四
十
八

年
六
月
二
十
四
日
に
、
当
初
の
参
加

メ
ン
バ
ー
二
十
名
が
家
族
を
つ
れ
て
、

最
初
の
区
割
り
に
村
を
訪
れ
た
と
き

の
写
真
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
高
倉

を
最
初
に
訪
問
し
て
か
ら
、
も
う
七

年
く
ら
い
た
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
年
の
初
め
こ
ろ
、
メ
ン
バ
ー

の
一
人
、
ル
ビ
ン
フ
ァ
イ
ン
さ
ん
夫

妻
か
ら
誘
わ
れ
て
村
を
訪
れ
た
と
き
、

す
ぐ
に
感
じ
た
こ
と
は
、
戦
争
末
期
、

小
学
校
五
年
の
と
き
疎
開
し
た
父
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
徳
島
県
の
山
村
に
、

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
山
の
姿
、
谷
川
の
音
、
た

ば
こ
の
葉
の
色
、
匂
い
な
ど
、
す
べ

．
鋳
際
揮
一
・

か
ら
お
年
玉
の
一
部
を
と
七
千
円
い
た

だ
き
ま
し
た
。

心
配
ご
と
相
談

●
2
月
1
3
日
…
…
－

●
2
月
2
0
日
…
…
…

●
2
月
2
7
日
…
…
…

●
3
月
5
日
…
…
…

●
3
月
1
2
日
…
…
…

“；▼

熾

少
年
の
こ
ろ
の

　
　
安
ら
ぎ
を
知
る
高
倉

　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
澄

て
が
、
当
時
の
少
年
の
心
の
緊
張
と
、

安
ら
ぎ
と
と
も
に
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
し
た
。
冬
に
な
る
と
、
雪
の
降
り

方
が
、
秋
に
な
る
と
風
雨
の
様
子
が
、

ま
す
ま
す
似
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
高
倉
は
、
わ
た
し

に
と
っ
て
代
償
的
な
ふ
る
さ
と
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
時
間
の
余
裕

が
乏
し
い
現
在
、
思
う
よ
う
に
訪
村

で
き
ず
、
家
も
建
て
ら
れ
な
い
の
が

残
念
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

う
も
の
、
そ
し
て
…
…
」
と
い
う
詩

人
の
ご
と
き
心
境
で
す
が
、
こ
ち
ら

の
ふ
る
さ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
楽
し
き

こ
と
の
み
で
、
い
つ
も
農
作
業
で
忙

が
し
い
村
の
人
た
ち
に
は
、
遊
興
の

　
　
　
　
橘
出
張
所

　
　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
上
野
連
絡
所

　
　
　
　
橘
出
張
所

壌
、
、
謎

住
所
・
港
区
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
隔

職
業
・
弁
護
士

夫
さ
ん
（
四
＋
六
歳
）

民
の
ご
と
く
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
、
柏
崎
、
長
岡
方
面
、

奥
只
見
方
面
に
足
を
延
ば
し
、
川
西

町
の
資
料
館
の
資
料
な
ど
も
読
み
、

高
倉
の
真
の
姿
に
、
様
々
に
、
徐
々

に
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
村
の
人
々

と
の
交
流
が
楽
し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
村
の
人
た
ち
か
ら

も
東
京
に
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互

い
に
「
姉
妹
町
」
的
に
、
関
係
が
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
わ
ず
か
二
十
名

の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
、
川
西
町
か

ら
大
変
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
は
、
常
日
ご
ろ
感
謝
し
て
い

ま
す
。

無糠二撫聾轟糠藁灘潔織イ
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ド徽気

子供のころから

　　　　大好きな絵画

50歳にして一念発起

高沢マツさん小根岸

絵
の
具
、

ク
レ
ヨ
ン
の

絵
画
は
い
う

に
及
ば
ず
、

は
り
絵
・
墨

絵
・
毛
筆
と
な
ん
で
も
こ
な
す
高
沢
さ

ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
画
家
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
、
五
十
六
歳
の
今
日
ま
で

ず
っ
と
描
き
続
け
て
き
た
人
で
は
な
い
。

　
五
年
ほ
ど
前
、
孫
の
子
守
を
あ
ず
か

る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
の
時
間
に
恵

ま
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
メ

　
　
，
そ
う
だ
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
好
き

だ
っ
た
絵
を
か
い
て
み
よ
う
。
”

　
そ
ん
な
一
念
発
起
が
、
四
十
年
以
上

も
の
ブ
ラ
ン
ク
を
み
ご
と
に
吹
き
と
ば

し
た
の
だ
か
ら
み
ご
と
で
あ
る
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
は
、
毎
日
子
守
り
ば

っ
か
り
さ
せ
ら
れ
て
、
小
学
校
も
満
足

に
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
…
…
。
で

も
、
図
画
の
時
間
だ
け
は
、
楽
し
み
で

欠
か
さ
ず
出
席
し
ま
し
た
已

　
し
か
し
、
そ
れ
以
来
、
結
婚
、
子
育

て
、
生
活
に
追
わ
れ
て
、
絵
筆
を
に
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

る
ゆ
と
り
な
ど
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
だ
か
ら
、
周
囲
の
人
も
、
高
沢
さ
ん

に
そ
ん
な
特
技
が
あ
る
こ
と
を
最
近
ま

で
知
る
人
が
な
か
っ
た
。

　
　
「
自
分
の
楽
し
み
で
や
っ
て
い
る
こ

と
で
、
人
に
み
せ
る
よ
う
な
も
の
は
な

い
ん
で
す
が
…
…
ほ
ん
と
に
我
流
な
ん

で
す
よ
已
わ
ず
か
に
残
る
岩
手
な
ま
り

　
　
　
そ
ん

で
の
謙
遜
が
一
層
実
直
さ
を
語
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
手
が
け
た
作
品
の
数
々

は
、
近
所
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
立
証

済
み
。
ま
さ
に
、
う
ず
も
れ
た
町
の
芸

術
家
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

　
　
「
師
に
つ
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

だ
れ
か
に
見
て
も
ら
っ
て
、
批
評
し
て

い
た
だ
け
ば
、
わ
た
し
の
励
み
に
も
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
已

　
広
告
の
紙
を
切
り
も
ざ
い
て
の
は
り

絵
、
色
紙
に
描
か
れ
た
み
ご
と
な
つ
ば

き
、
画
帳
い
っ
ぱ
い
の
風
景
画
、
そ
し

て
今
は
、
東
海
道
五
十
三
次
の
大
作
を

と
、
子
守
り
が
て
ら
絵
筆
を
に
ぎ
る
。

部
屋
に
は
、
自
作
の
絵
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
て
い
た
。

▲50歳にして描き始めた高沢さん

　と作品の一部
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一川酉中学校一
交通安全活動で

全国表彰を！！

．
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；
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一
一
三
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一
一
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先
月
二
十
一

東
京
に
お
い
て
、

国
民
運
動
中
央
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
席
上
、
全
国
五
士
二
か
校
の

う
ち
の
一
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
同
校
で
は
、
こ
の
栄
え
あ
る
大
会
に
、

金
子
校
長
先
生
が
参
列
し
、
表
彰
状
及

び
記
念
の
た
て
を
受
彰
し
て
き
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
、
財
全
日
杢
父
通
安
全
協

会
で
、
前
記
五
士
二
か
校
の
う
ち
、
中

学
校
は
六
か
校
。
本
県
内
で
は
、
小
中

を
通
じ
川
西
中
の
み
の
受
彰
で
し
た
。

　
喜
び
に
わ
く
金
子
校
長
先
生
に
、
受

彰
の
気
持
ち
や
大
会
の
模
様
を
伺
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
れ
と
い
っ
て
、

　
　
　
川
西
中
学
校
が
、

　
　
交
通
安
全
優
良
校
と

　
　
し
て
全
国
表
彰
を
受

彰
し
た
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

　
・
二
十
二
日
の
両
日
、

　
　
第
二
十
回
交
通
安
全

　
特
別
な
活
動
は
や
っ

。
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

た
　
強
い
て
い
う
な
ら

の
毎
月
十
日
を
中
心
に

念
　
　
　
　
　
　
し
長
う

己
三
日
間
行
う
立
哨
指

ニ
ニ
ロと
導
（
登
校
時
職
員
が

　釧
要
所
に
立
っ
て
行
う

表
街
頭
指
導
）
と
か
、

▲
安
全
旬
間
な
ど
に
実

　
施
す
る
生
徒
会
の
自

　
　
主
的
な
活
動
、
P
T

A
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
七
年
こ
ろ
か
ら
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
実
績

が
認
め
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
已

　
そ
し
て
、
全
国
大
会
の
模
様
に
つ
い
て
は
、

　
「
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
場
を
始
め
、
衆
参
両
院
議

長
な
ど
の
参
列
も
あ
っ
て
、
大
変
盛
大
な
も
の
で
し
た
。

　
特
に
、
二
十
一
日
の
分
科
会
”
子
供
部
会
”
は
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
代
表
九
か
校
の
子
供
た
ち
が
実
践
活
動
を

発
表
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、
交
通
事
情
の
厳
し
い
都
会
で
は
、

安
全
教
育
へ
の
取
り
組
み
方
が
ち
が
う
ん
で
す
ね
エ
。

　
例
え
ば
、
実
際
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
車
を
使
い
、
速
度
と
制
動

距
離
の
関
係
を
調
べ
た
り
、
事
故
を
再
現
し
て
ス
ラ
イ
ド
に
お

さ
め
た
り
、
人
形
を
使
っ
て
内
輪
差
の
実
験
を
や
っ
た
り
…
－
．

と
に
か
く
、
直
接
目
で
見
な
が
ら
事
故
の
恐
し
さ
な
ど
を
実
感

し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
た
い
し
た
も
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
全
体
の
流
れ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
、

・
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
。

・
ゆ
ず
り
合
っ
て
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
。

・
家
庭
に
お
い
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
話
合
い
の
場
を
、

さ
ら
に
よ
け
い
に
も
つ
こ
と
。

な
ど
で
し
た
。

　
　
“
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
四
角
い
空
”
と
い
う
映
画
も
上
映
さ
れ
ま

し
た
が
、
と
っ
て
も
よ
い
内
容
で
し
た
。
実
際
の
事
故
を
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
ふ
う
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
事
故
の
悲
惨
さ
が
よ
く

表
わ
れ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
大
勢
の
人
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
と
に
か
く
、
こ
の
受
彰
を
契
機
に
気
持
ち
を
ひ
き
し
め
、
一

層
積
極
的
な
活
動
を
行
な
い
た
い
と
考
え
ま
す
凶

　
受
彰
の
喜
び
と
と
も
に
、
大
会
へ
の
参
加
が
大
変
よ
い
勉
強

に
な
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ミ無謀運転で3名の死モ

（鷺磁事故発生件数）

一

、
避

。
．
．
8。
0

　
　
　
∂

　
　
　
ぼ

▲
毎
月
、
最
後
の
ぺ
ー
ジ
に
交
通
事
故

発
生
件
数
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
の
で

す
が
、
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
か
否
か

心
配
で
す
。

　
単
に
数
字
の
ら
列
で
は
な
く
て
、
反

省
を
促
す
貴
重
な
紙
面
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
…
。

　
昨
年
一
年
間
の
事
故
発
生
は
、
件
数
、

傷
者
と
も
、
前
年
よ
り
わ
ず
か
に
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
痛

ま
し
い
死
亡
者
は
、
前
年
の
三
倍
、
三

人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
亡
く
な
っ
た
方
に
は
気
の
毒
な
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
故
現
場
に
出
向

い
て
思
う
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
無
謀
運

転
と
い
い
き
れ
る
場
面
の
多
い
こ
と
で

す
。
こ
と
に
、
三
月
二
十
四
日
松
葉
沢

付
近
で
の
死
亡
事
故
、
四
月
八
日
原
田

地
内
で
の
転
落
死
亡
事
故
、
両
者
は
い

ず
れ
も
、
町
外
者
に
よ
る
も
の
で
す
が

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
大
き
な
災
い

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
道
路
が
不
案
内
の
こ
の
人
た
ち
で
す

か
ら
、
慎
重
の
う
え
に
慎
重
を
期
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
、
と
痛
感
す
る
の

で
す
が
…
…
…
…
…
。

　
一
時
期
、
十
日
町
署
管
内
で
は
、

“
交
通
事
故
〃
と
い
う
と
、
“
ま
た
川
西
町

か
”
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
町
内
で
は
大

小
の
事
故
が
続
発
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
、
そ
ろ
っ
と
下
火
に
な
り
か
け
た

こ
ろ
、
今
度
は
、
酒
よ
い
、
酒
気
お
び

が
町
内
に
続
発
し
、
署
員
を
あ
き
れ
さ

せ
た
ほ
ど
で
す
。

　
酒
を
飲
ん
だ
ら
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
ら

な
い
と
い
う
鉄
則
は
、
も
う
、
全
町
内

す
み
ず
み
に
ま
で
侵
透
し
た
は
ず
な
の

で
す
が
…
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ろ

　
今
年
こ
そ
、
こ
の
欄
の
数
字
が
○
で

終
わ
り
ま
す
よ
う
に
。
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一
｝
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三
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騨
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｛
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．
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．
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．
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．
．
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．
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．
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．
．
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．
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一
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．
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．
．
一
…
．
尋
二
一
ξ
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．
一
．
．
．
三
騨
．
．
．
．
｛
．
．
一
一
…
覧
．
ξ
5
｛
一
…
一
一
…
一
…
一
｛
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一
．
一
三
一
…
㍉

‡
　
●
　
参
　
●
蓼
　
■
参
　
●
蓼
　
■
零
　
●
　
蓼
　
●
　
毒

児
童
手
当
の
支
払
い

金
融
機
関
で
ど
う
ぞ

　
今
月
九
日
は
、
児
童
手
当
（
十
～
一

月
分
）
の
振
込
日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
は
、
本
人
か
ら
申
し
出

（
該
当
す
る
日
）
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
、
』

支
給
さ
れ
、
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
（

属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
手
当
は
、
各
市
町
村
則

の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
勉

者
が
他
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ぶ

社
会
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
橋
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▲▲

心
臓
・
血
管
の
働
き

シ
リ
ー
ズ
・
：
：
：
②

　
わ
た
し
た
ち
の
体
の
中
で
、
最
も

大
切
な
臓
器
で
あ
る
心
臓
と
血
管
に

つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
と
働
き
を
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

囹
心
　
臓

　
心
臓
は
、
全
身
の
臓
器
や
体
の
す

み
ず
み
ま
で
血
液
を
送
り
出
す
、
い

わ
ば
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
送
り
出
さ
れ
た
血
液
は
、
酸
素
や

　
　
　
　
栄
養
素
を
、
身
体
の
す
み

曙
ず
み
に
ま
で
運
ぶ
と
同
時

に
、
体
内
で
生
じ
た
老
廃

物
を
運
び
出
す
役
割
り
を

し
ま
す
。
実
際
に
送
り
出

す
血
液
の
量
は
一
回
の
運

動
で
約
五
十
～
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
で
す
。
毎
分
六

十
～
八
十
回
の
運
動
で

す
の
で
、
，
一
日
で
は
約
十

万
回
運
動
し
、
一
万
七
千

リ
ッ
ト
ル
（
一
升
ビ
ン
で

約
九
千
五
百
本
）
の
血
液

を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
心
臓
は
、
だ
い
た

い
握
り
こ
ぶ
し
の
大
き
さ

二
百
～
三
百
グ
ラ
ム
で
、

ほ
と
ん
ど
筋
肉
で
す
。

ポンフ。の働ぎ

，
、
5

一
3

　
’

勿

o
へ

紀

囹
血
　
管

　
心
臓
を
ポ
ン
プ
に
例
え
る
な
ら
、

血
管
は
ホ
ー
ス
で
、
動
脈
、
静
脈
、

毛
細
血
管
に
大
別
で
き
ま
す
。

．
動
脈
…
…
血
液
を
心
臓
か
ら
体
全

体
に
運
ぶ
部
分
で
、
血
管
壁
は
伸
縮

性
と
弾
性
に
富
む
丈
夫
な
も
の
で
す
。

・
静
脈
…
…
血
液
を
体
の
す
み
ず
み

か
ら
心
臓
に
送
り
返
え
す
部
分
で
す
。

・
毛
細
血
管
…
…
動
脈
と
静
脈
を
結

ぶ
網
目
状
の
ご
く
細
い
血
管
で
す
。

　
血
液
中
の
酸
素
や
栄
養
素
は
、
毛

細
血
管
の
壁
を
通
じ
て
組
織
内
に
送

ら
れ
、
体
内
で
生
じ
た
老
廃
物
は
、

組
織
か
ら
血
管
内
に
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
動
脈
、
静
脈
を
鉄
道
に
例
え
る

な
ら
、
毛
細
血
管
は
駅
で
、
汽
車
が

と
ま
り
、
必
要
な
物
資
を
渡
し
た
り

受
け
取
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
人
の
意
志
に
関
係
な
く
、
た
え

ず
働
い
て
い
る
心
臓
、
血
管
を
い
つ

ま
で
も
丈
夫
に
使
う
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
の
食
生
活
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

欝
綴
懇
婦

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

藪根清田藏大上井清片片
藤津水中品海村上水桐桐

喜隆瞳警鎚渉寅巧難

羅鞭奨護攣進難政栄
　
長
男
　
小
白
倉

政
栄
　
二
男
小
白
倉

進
　
長
男
下
平
新
田

吉
一
長
男
神
社
町

九
二
夫
三
男
　
上
　
野

長
女
霜
条

長
女
霜
条

二
男
県
営
住
宅

長
女
木
島

長
男
上
野

二
男
沖
立

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

齋
木
　
ミ
コ
　
　
小
　
脇
　
　
五
八

、
u
。
。

、

小
わ
捗

　
　
　
擁
壇

太
田
白
南
風
選
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